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協議資料 
大阪府立寝屋川支援学校学校運営協議会実施要項  平成３１年度学校経営計画（進捗状況） 

ＩＣＴ機器・進路指導・防災について 学校アンケートの中間報告 「さんくん呼称」についてのア

ンケート 

議題等 

・高等部授業見学 
・ＩＣＴ機器（電子黒板の活用について） 
・進路指導の状況について 
・防災の取り組みについて 
・「さんくん呼称」についてのアンケートについて 
・令和元年度学校経営計画の進捗状況について 

協議内容・ 

承認事項等 

（意見の概要） 

（１） 電子黒板の活用では、使用した教員にアンケートを取ると、「書き込み」ができる
ことが大きな利点であるとのことであった。注目するポイントをわかりやすく示
したり、児童生徒が書き込むことで発表できたりするなどの効果があった。回答
するときの枠なども、すぐに画面上に作ることができる。ＵＳＢを差し込むこと
で、すぐにパワーポイントなどのデータを表示することも可能であり、小学部の
低学年等において特に授業内容がわかりやすくなるので、より一層活用されるの
がよい。 

（２） 避難所宿泊体験については、体験することで、実際の場面が想像できるように
なり、保護者や児童生徒が防災や減災に向けて、どう取り組んでいけばよいの
か、考えやすくなると思われる。貴重で有意義な取り組みであるので、今後も継
続して取り組んでいってもらいたい。 

（３） 「さんくん」呼称で呼ぶことについては、その後に続く言葉が柔らかくなるこ 
と等の効果が期待できる。このようなアンケートを通して、一定の成果があっ
たと認識している。一般企業では、もちろんそのように取り組んでいるところで
もあり、小学校では一年生から、すべて「さん」付けで呼ぶ学校もある。保護者か
らは良い取り組みなので、定着してほしいという意見もあり、この取り組みを進
めていくべきである。 

 


